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第131回 かわさき起業家オーディション
「かわさきビジネス・アイデアシーズ賞」受賞

　当社は香川県高松市に本社を置き、創業７期目を迎える企業です。
もともとは中小企業へのIT業務支援やコンサルティングを行っており、
現在は法律事務所向けの業務支援サービスを提供しています。
　私自身はエンジニア出身で、社内SEとしてキャリアを積み、30歳の
ときに起業しました。創業時は「DX化」という言葉も浸透していない
時代でしたが、デジタル化を進める企業が増える一方で、理解不足や
人材不足で踏み切れずにいる地方の中小企業がたくさんありました。
そういった企業の助けになりたいという想いから、業界問わず、さま
ざまな企業のIT化を支援してきました。
　その中で目の当たりにしたのが、法律事務所が抱える問題です。法
律事務所の業務は膨大ですが、デジタル化が進んでおらず、毎日深夜
まで業務に追われる弁護士の方々にたくさんお会いしました。「クラウ
ドバランス」の開発を決めた背景には、そんな弁護士のみなさんが日
常の煩雑な業務から少しでも解放され、案件にしっかり向き合える時
間をつくりたいという気持ちがあります。依頼者に寄り添い日夜努力
する弁護士に、新しい働き方を提供して、少しでもその負担を減らす
ことができればうれしく思います。

■ 受賞したビジネスに至った経緯
　もともと当社は、地方の中小企業のIT業務支援を
行っていました。そんな中、介護施設や接骨院、不動
産など幅広い業界の顧客と関わる中で、法律事務所の
開業時のデジタル支援という依頼が舞い込みました。
　案件を受けることになり、いざ法律事務所の業務フ
ローを整理してみると、その業務量の多さに圧倒され
ました。規模が同じくらいの他業種の顧客と比べてみ
ると、法律事務所の仕事量は突出しています。弁護士
はかなりの激務で一日中外を飛び回っていますし、い
まだにFAXや電話、紙のやりとりが当たり前で、デジ
タル化は全く進んでいませんでした。弁護士が５～６
人ほど在籍しているような地域密着型の小さな事務所
だと、顧客管理の概念すらないところもありました。
「今までの案件は、ぜんぶ先生の頭の中に入っている
から」と言われ、驚いたこともあります。
　こうした法律事務所の実態を知り、衝撃を受けたこ
とが「クラウドバランス」を開発するきっかけになり
ました。ビジネスチャンスというよりは、社会課題と
して「このままにしてはいけない」という使命感に動
かされた感覚です。
　現在、当社のパートナーになっている大手コンサル
ティング企業も、法律事務所の現状に課題感を持って
いて、私たちに声を掛けてくださったという経緯もあ
ります。「困っている法律事務所は、やはりたくさん
あるんだ」ということを改めて実感し、課題解決に向
けたソリューション開発に着手することになりました。

■ サービスの特徴
　「クラウドバランス」は、事件の電子カルテとイン
ナーコミュニケーションツールを提供することで、法
律事務所内のコミュニケーションストレスを限りなく
少なくするサービスです。ターゲットは、２～20人ほ
どの弁護士が所属している法律事務所です。
　法律事務所に業務システムを提供する競合サービス
は他にもありますが、「クラウドバランス」ならでは
の特長は、法律事務所の業務フローを熟知したシステ
ムにあります。電話の受付メモから対応でき、案件へ
の紐づけやTODO登録が可能です。
　法律事務所が抱える問題に着目し、業務フローの最
適化を目指していることが、競合他社との大きな違い
になります。
　法律事務所は、一日中ひっきりなしに電話が掛かっ
てくる場所です。顧客からの電話はもちろん、受任後
には裁判所・保険会社・債権会社・相手方などからど
んどん連絡が来ます。メールやLINEでのやりとりも
最近は増えているようですが、今でも電話が多いそう
です。「クラウドバランス」は、電話を受ける段階か
ら対応できることで、弁護士や事務局の負担を減らせ
るシステムになっています。

■ 現状の課題
　「クラウドバランス」はすでに正式リリースしてお
り、現在450人の方がご利用いただいています。法律
事務所によって抱えている課題や運用フローは異なり
ますので、導入時のオンボーディングを細かく、丁寧
に行っていることも当社の特長です。導入後のサポー
トも手厚く、電話やメール、チャットでのお問い合わ
せも随時受け付けています。

　今後、サービスの利用が拡大していったとしても、
これまでと変わらずにオンボーディングを大切にし、
どれだけ顧客に寄り添っていけるかが、競合他社との
差別化という点においても、鍵になってくると考えて
います。そのための人材の確保や、体制づくりにも力
を入れていきます。

■ 今後の展開
　「クラウドバランス」は、業務フローの最適化に強
みがある一方で、スケジュール管理や経営分析にはま
だ改良の余地がありました。そこで新たに、経営分析
と訴訟のエビデンス管理ができる機能に特化したSaaS
型サービスを展開していきます。そして今後は、それ
ぞれの法律事務所のニーズに合わせて個別にオンボー
ディングを行っていくサービスと、SaaS型サービスの
提供という、二軸の体制で展開したいと考えています。
　さらにその先は、当社のサービスをAPIでつなぎ、
当社以外のCRM（顧客関係管理のシステム）からも利
用できるようにします。例えば、現在はメールやファッ
クスで行っている保険会社とのやりとりを、当社の
サービスを通してもっとスムーズに連絡できるように
したり、弁護士だけでなく、依頼人や案件に関わる人
たちや、関連会社などにも提供したりできるようなプ
ロダクトにすることが目標です。
　そして、現サービスとこれから展開するSaaS型サー
ビスを軌道に乗せ、５～７年後の株式上場を目指して
います。そのために今後は関東の拠点を増やし、財務
面や人材の確保なども進めていきたいと思っています。
 

■ エントリーを検討中の方へ一言
　かわさき起業家オーディションに参加したことは、
とても良い経験になりました。これまでも、ピッチの
資料を作ったことはありましたが、一般の方に向けた
資料の作成や発表は初めてのことだったので、学ぶこ
とが多かったです。こちらへの参加をきっかけに、他
のコンテストやオーディションにも参加するようにな
りました。
　また、賞をいただいた後は、金融機関やベンチャー
キャピタルなどから「オーディションの内容を見まし
た」と、声をかけていただけるようにもなりました。
企業の投資部門にいる方などは、かわさき起業家オー
ディションに注目している方も多いようです。受賞か
らまだ数カ月ですが、すでに協業を検討いただく段階
までお話が進んでいるところもあります。さらに、当
社のような地方の企業が首都圏のオーディションに出
て勝負すること自体がハードルの高いことなので、そ
の辺りも評価していただいているようです。
　川崎市の企業でなくても出場できますし、門戸は広
く開かれています。参加してみると今まで見えていた
景色が180度変わりますので、迷われているなら、ぜ
ひ挑戦してみてください。

　
 
会社名：株式会社FISTBUMP
住　所： 〒105-0001

東京都港区虎ノ門5-13-1 
虎ノ門40MTビル7F（東京事務所）

電話番号： ☎087-814-7272
ホームページ：https://fistbump.co.jp/

※本稿で紹介した事業内容は、スバル㈱から分社化した ㈱ユーグリード（代表取締役 宇高 尊己 
https://euglead.co.jp）へ事業譲渡しました

■ ビジネスに至った経緯
　産総研の優れた技術を世の中に広め、役立たせたいつビジネスを始めたいという思い想いから、2006年10月に産
総研の特許を事業化する産総研認定ベンチャーを創設し、2012年3月にその事業を継承する形で株式会社アダコテッ
クを設立いたしました。
　設立後、経営が厳しい時期もありましたが、も「HLACという日本で生まれた優れた画像認識の技術をこのまま
埋もれさせてはいけない。」と15年間にわたって研究開発を続け、ようやく製造現場に利用していただける段階に
到達しました。その後はさ事業拡大のために、らなる認知度向上を図るべく、目的に、かわさき起業家オーディショ
ンをはじめとする複数のビジネスプランコンテストに出場しています。
　技術の適用領域については、ソリューション提供については以前からは川の氾濫のモニタリングやATMの監視
など、検査以外でも、様々な領域の相談をいただいておりました。取引先開拓にあたって数々の可能性を模索する
中で、している途中、とある世界的な自動車部品会社案件の相談に乗るうちに契約をいただくことができました。
このことをきっかけに、まずは半導体や自動車部品や半導体のような極めて高い精度が求められる領域業界に注力
する専念し、事業の基盤を確固たるものにする方針に転換しました。を固めていきました。現在は他にもより多く
の製造現場のお役に立てるよう、現在販路拡大とプロダクトの改良を進めているところですおります。
　アダコテックのビジョンは「モノづくりの進化と革新を支える　EVOLUTION AND INNOVATION」。モノづ
くりにかかわるプロセスやコストをテクノロジーで改革したいという思いが込められています。日本初の技術で日
本の製造業を変革するため、メンバー一丸となって日々努力を続けています。

■ ビジネスアイデアの特徴
　HLAC（高次局所自己相関特徴抽出法）と呼ばれる、動画像の特徴を認識するアルゴリズムをコア技術としてい
ます。する点がソリューションの最大の特徴です。この技術を駆使して、製品の外観検査の自動化や、・生産設備
の異常検知・不正侵入の監視などのシステムの自動化に貢献していますを実施しています。

　・コストパフォーマンスの高さ
　一般的にDeep Leaningで学習させるAIの導入には、複雑なプログラミング・膨大な量の学習データ（正常・異
常モデル含め1000 ～ 1万枚ほど）・大型のGPUといった設備先行投資が必要であるため、クライアントの大きな負
担となっています。また、それに加え、AIは多くの画像を読み込ませたからといって必ずしも精度向上には繋がら
ないといった不確実性もあります正確に正常・異常を判断できる保障は無いというのが現状です。
　対する一方アダコテックのソリューションは必要となる学習に用画像は正常モデルの10～100～200枚の正常デー
タしか要しません。また、ほどであることから、シンプルな計算式であることから、一般的なパソコンを使って短
時間でAIを学習させることがでます。そのため既存技術と比較してに比べて、圧倒的な低価格短期間でで正確に検
査検品できるソリューションを提供することができます。

　・製造業との親和性の高さ
　日本の製造業の不良率は非常に低いため、既存のAI導入の際は大型設備の準備という負担だけでなく、検査部品
の不良品異常モデルそのものの数が少ないためく、AIを学習させる画像データが集まりにくいという課題がありま
した。加えて導入のハードルとなっていたのは、
　それだけでなく、「AIがなぜ異常と認識したのか」という理由を明確にできない状況でしたというブラックボッ
クス化問題もありました。「発生した異常の原因がはっきりしない」という曖昧さを嫌う製造現場の価値観とのミ
スマッチが発生していましたも、検査検品AI導入の大きな壁となっていました。
　しかし、こうした課題を解決するのが弊社ソリューションです。は正常モデルのみを学習させることで「いつも
と違う」ものを異常として検知することができます。異常検知の際には明確な根拠を示すため製造現場にとっても
馴染みやすく、精度面でも、導入してから１年以上経過した取引先がはソフトウェアを導入して1年ほど経ちますが、
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た」と、声をかけていただけるようにもなりました。
企業の投資部門にいる方などは、かわさき起業家オー
ディションに注目している方も多いようです。受賞か
らまだ数カ月ですが、すでに協業を検討いただく段階
までお話が進んでいるところもあります。さらに、当
社のような地方の企業が首都圏のオーディションに出
て勝負すること自体がハードルの高いことなので、そ
の辺りも評価していただいているようです。
　川崎市の企業でなくても出場できますし、門戸は広
く開かれています。参加してみると今まで見えていた
景色が180度変わりますので、迷われているなら、ぜ
ひ挑戦してみてください。
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■ ビジネスに至った経緯
　産総研の優れた技術を世の中に広め、役立たせたいつビジネスを始めたいという思い想いから、2006年10月に産
総研の特許を事業化する産総研認定ベンチャーを創設し、2012年3月にその事業を継承する形で株式会社アダコテッ
クを設立いたしました。
　設立後、経営が厳しい時期もありましたが、も「HLACという日本で生まれた優れた画像認識の技術をこのまま
埋もれさせてはいけない。」と15年間にわたって研究開発を続け、ようやく製造現場に利用していただける段階に
到達しました。その後はさ事業拡大のために、らなる認知度向上を図るべく、目的に、かわさき起業家オーディショ
ンをはじめとする複数のビジネスプランコンテストに出場しています。
　技術の適用領域については、ソリューション提供については以前からは川の氾濫のモニタリングやATMの監視
など、検査以外でも、様々な領域の相談をいただいておりました。取引先開拓にあたって数々の可能性を模索する
中で、している途中、とある世界的な自動車部品会社案件の相談に乗るうちに契約をいただくことができました。
このことをきっかけに、まずは半導体や自動車部品や半導体のような極めて高い精度が求められる領域業界に注力
する専念し、事業の基盤を確固たるものにする方針に転換しました。を固めていきました。現在は他にもより多く
の製造現場のお役に立てるよう、現在販路拡大とプロダクトの改良を進めているところですおります。
　アダコテックのビジョンは「モノづくりの進化と革新を支える　EVOLUTION AND INNOVATION」。モノづ
くりにかかわるプロセスやコストをテクノロジーで改革したいという思いが込められています。日本初の技術で日
本の製造業を変革するため、メンバー一丸となって日々努力を続けています。

■ ビジネスアイデアの特徴
　HLAC（高次局所自己相関特徴抽出法）と呼ばれる、動画像の特徴を認識するアルゴリズムをコア技術としてい
ます。する点がソリューションの最大の特徴です。この技術を駆使して、製品の外観検査の自動化や、・生産設備
の異常検知・不正侵入の監視などのシステムの自動化に貢献していますを実施しています。

　・コストパフォーマンスの高さ
　一般的にDeep Leaningで学習させるAIの導入には、複雑なプログラミング・膨大な量の学習データ（正常・異
常モデル含め1000 ～ 1万枚ほど）・大型のGPUといった設備先行投資が必要であるため、クライアントの大きな負
担となっています。また、それに加え、AIは多くの画像を読み込ませたからといって必ずしも精度向上には繋がら
ないといった不確実性もあります正確に正常・異常を判断できる保障は無いというのが現状です。
　対する一方アダコテックのソリューションは必要となる学習に用画像は正常モデルの10～100～200枚の正常デー
タしか要しません。また、ほどであることから、シンプルな計算式であることから、一般的なパソコンを使って短
時間でAIを学習させることがでます。そのため既存技術と比較してに比べて、圧倒的な低価格短期間でで正確に検
査検品できるソリューションを提供することができます。

　・製造業との親和性の高さ
　日本の製造業の不良率は非常に低いため、既存のAI導入の際は大型設備の準備という負担だけでなく、検査部品
の不良品異常モデルそのものの数が少ないためく、AIを学習させる画像データが集まりにくいという課題がありま
した。加えて導入のハードルとなっていたのは、
　それだけでなく、「AIがなぜ異常と認識したのか」という理由を明確にできない状況でしたというブラックボッ
クス化問題もありました。「発生した異常の原因がはっきりしない」という曖昧さを嫌う製造現場の価値観とのミ
スマッチが発生していましたも、検査検品AI導入の大きな壁となっていました。
　しかし、こうした課題を解決するのが弊社ソリューションです。は正常モデルのみを学習させることで「いつも
と違う」ものを異常として検知することができます。異常検知の際には明確な根拠を示すため製造現場にとっても
馴染みやすく、精度面でも、導入してから１年以上経過した取引先がはソフトウェアを導入して1年ほど経ちますが、




